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第

十

五

卷

2

0
六
9

,

雜
刊
紹
介

本
磨
は
土
田
氏
が「

文.
化
學
的
»
|

^
の
第
ー
，1
卷
ぞ
あ 

る
，。
：氏
の
所
謂
文
化
學
若
し
く
は
文
明
學
な
る■:

も
の
が 

.果
し
て
科
學
ビ
し
て
設
立
し
得
る
や
杏
や
妃
就
い
て
の 

明
確
な
る
說
明
は
本
*
か
ら
は
得
ら
れ
な
い
。(

後
篇一  f  

M
以
下)

然
し
氏
が
絕
え
ず
人
類
文
化
の
爲
め
紀
兎
に 

佝
孜
々
ど
し
て
努
力
し
て
居
る
iこ
と
は
敬
报
す
ベ
き，

し
 

ど
ヤ
あ
る
o
何
事
か
な
^
ん
^
す
る
渚
は
常
^
何
等
か 

め
意
味
に
於
い
て
大
な
る
迦
通
論
者
で
あ
る
o(

理
想
否 

定
論
を
な
す
マ
ル
ク
ス
：も
人
如
ビ

ly

て
は
矢
張
り
大
な 

る
理
想
論
密
で
あ
つ
た
。)

此
の
點
1-
A
見
て
氏
が
今
後 

#.
々
：大
な
る
理
想
論
者
た
ら
ん
こ
^
を
希
望
す
る
。
然 

，し
そ
れ
e
共
に
一
層
史
的
研
究
ビ

事
®
の
攻
^
ビ
を
必 

要
せ
す
る
。
本
辫
は
唯
其
の
：過
程
に
於
け
る
氏
の
怒
作 

€
見
る
、へ
き
も
0
で
あ
る
。
分
ち
て
前
後
こ
篇y

j

す
る 

前
篇
は
:「

マ
ル
ク
ス
，思
想.
の
文
化
寧
的
批
判」

ど
題
し
、 

br. G
ertart  von  Sch

u
lg

e-G

叫 vernitz  
の 

SM
arx  O

der  

,K
a

n
e

を
骨
子
ど
し
て
ク
.そ
れ
を
解
說
し
遣
も
の
で
あ 

る
。
然
し
解
說
S
云
ふ
ょ
り
：ぢ«

/6
著
者
の
云
は
ん
ミ 

欲
す
る
こ
の
爲
め
に
利
用
し
たW

云
ユ
.方
が
適
當
で 

あ
る
か
も
知
れ
::
«:.
ぃ
。
殊
に
哲
擧
的
方
®
穴
關
し
て
は

第
七
號

1

四
八

極
.̂

て
周
到
な
‘る
註
解
が
附
し
て
あ
る
。
興
の
爲
め
R 

却
つ
'て
煩
;*
な
ら
し
め
、
：原
著
の
如
く
明
快
に
眞
意
を 

捕
$£
す
る
，」

i
が
出
來
な
，い
0
其
の
點
に
於
い
て
®
® 

ば「

諸
地
方
で
の
通
俗
講
演
ビ
云
ふ
ょ
り
べ
寧
ろ
r
_
堂 

內
の
講
義」

で
あ
る
。(

序
文
一
一
頁)

後
篇
は「

m

八
文
化 

の
文
化
學
的
批
判
題
し

「

現
代
文
化
の
基
調

S
し
て 

の
象
徵
的
精
神」

「

文
化
に
於
け
る
人
生
觀
の
殷
階
ビ
均 

衡」
「

政

治

の

創

造

的

論

迦

<

エ

ラy 
'
ク

ィ

タ

ル」「

政

治
 

に

於

け

る

批

剑

哲

學

の

功

過

」
「

現

今

；
一
一
大
闘
爭
ビ
我
が 

國
策
の
建
設」

の
芄
篇
か
ら
な
る
。何
れ
も
そ
れ
だ
け
で 

獨
立
し
て
居
る
論
文
で
、
氏
の
文
化
哲
學
を
實
際
叫
題 

に
逾
應
せ
し
め
ん
ビ
し
た
も
の
で
あ
る
。
然
し
耍
す
る 

に
各
々
通
俗
講
演
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
以
上
を
耍
求
す 

る
讀
藉
にV

J

つ
て
は
失
璧
を
感
せ
し
む
る
だ
け
で
あ 

.
る
0
@
人
は
皮
が
其
の
文
化
學
な
る

も
0
を
如
何
に
體 

系
づ
け
る
か
を
刮
目
し
て
待
つ
。

(

野
村
兼
太
郞)

.

木

位

田

祥

毋

著

消

費

組

合

運

動

ド

茏

3
田
國
文
堂
發
行

四

六

版

四
J
S
M 

'

 

资
值

■

金
威
囲

.

丑
^
^
.
，

資
本
家
の
取
得
す
る
利
潤
を
.以
て
：.不
當
.な
り
ビ
す
る
.
.
,合
；̂
し
て
、「

消
費
龃
合
は
多
く
の
組
合
員
が
各
組
合
員 

議
論
は
.決
し
て
.新
し
.
&も
の
^
.
.
ぁ
ら
す
.'。營
利
主
義
.の

,
,の
消
«
を
目
的VJ

し
.或
財
®
を
生
.産
及
分
配
す
る
た
め 

'經
滿
紐
織
が
屢
冷
思
想
家
の
非
讓
攻
擊
の
的
ビ
な
れ
る

:に
任
意
に
團
結
し
れ」

る
も
の
な
り
:̂
せ
り
.
而
し
て
蓊 

は
經
濟
思
想
史
の
研
究
家
の
周
知
せ
を
所
な
り
。
今
こ
-
•
答
は
こ
の
組
合
が
英
國
R
お
い
て
最
も
發
達
せ
る
奋
樑
，

の
利
澗
廢
止
の
思
想
を
實
際
社
會
紙
織
に
應
用
せ
ん
S 

し
た
る
铽
の
最
も
成
功
，せ
る
：も
の
は
消
費
組
合
な
彡
。
'

:

本
書
は
&
利
主
義
の
«
'

惡
た
る
刹
澗
の
廢
1|
:
を
目
的
$ 

.
す
る
池
^
組
合
運
働
を
爾
&
的
-^
論

述

し

た

る

も

の

に
 

じ
て
、：

先
づ
筆
を
產
業
革
命
に
起
し
、
も
の
發
展
.の
結 

: ;
果
た
る
現
代
の
經
濟
駔
織
が
極
端
：な
S

營_

主

.*
に
あ_ 

办
で「

米
を
作
る
^;
%
米
を
作
つ
:̂
ビ
云
ふ
歡
ょ
ト
も
， 

多
く
の
人
の
食
！|
を
作.
つ

.1
:
社
會
，に
奉
仕
し
％
ビ
云
ふ 

,
«
ょ
り
も
、
多
く
の
金
を
，得
る

>̂云
ふ
事
が
何
よ
ぅ
の 

目
的
で
あ
る
。し
ど
云
：ふ
‘が
如
き
狀
態
に
立
ち
到
り
て
遂 

に
は「

一
方
に
は
物
價
&
騰
貴
0 :
れ
め
に
飢
に
泣
く
考 

あ
る
R
も
拘
は
ら
ず
、
.他
方
^
は
宜
萬
の
利
益
を
得
て 

赞
の
限
h
を
盡
す
者」

0
あ
る
が
如
き
自
利
的
競
^
主 

;
義
の
弊
を
藤
せ
り
。
こ
の
弊
害
を
矯
め
、相
互
扶
助
を
そ 

の
：趣32W

す
る
非
競
爭
主
纖
を
採-

、：

消
費
の
た
め
：の
，：
 

生
產
を
必
要
す
る
思
想
:1
'b
生
れ
^
る
A
め
が
消
費
組

第

十

玉

释
2

〇
六

一
)

新
刊
紹
介

を
記
し
"
乙
の
組
合
が
ロ
バ
ァ
ト
？
ォ
ー
エV

の
理
想 

k
發
し
、
ロ
ッ
チ
デ
ュ
ー
ル
の
組
合
ょ
り
益
.々
發
遂
を
塚 

げ
农
る
經
路
を
詳
說
し
、
K
ら
k
獨
逸
べ
ル
ギ
ー
に
於 

け
る
消
费
組
合
運
動
史
を
說
述
し
た
り
。

.
而
し
，て
著
者
は
消
費
組
合
を
以
て
、
販
賣
組
織
を
整 

理
し
冗
員
を.
淘
汰
し
、
物
價
を
低
下
し
、
經
濟
界
を
安 

一
定
せ
し
む.
る
ビ
同
時
^
精
神
的
方
面
に
お
い
て
は
愛
の 

欲
求
を
滿
&
せ
し
む
る
效
果
の
存
す
る
も
の
な
む
ミ
せ 

り

o
吏
ら
夂
消
費
龃
合
0 '
限
界
を
論
じ
た
る

後
、
■生
產 

管
理
韻
の
問
題
を
論
じ
た
り
。
著
者
は
先
づ
產
業
管
理 

權
に
對
す
る
ク
k
ッ
ブ
の.
分
類
：即

ち(

一)

製
造
財
貨
の 

分
量
、種
類
、時
、(1

D

生
產
過
辟
の
管
理
權
、(

三)

勞
働 

條
件
に
關
し
、
.
消
費
紙
合
紺
織
•
に
お
い
て
は

(

ー)

& 

0
1

)

を•消
費
者
の
決
定
に
：俟
づ
も
の
S
な
し
、
こ
の
別 

題
1̂
對
す.
る
'コ
I
ル
0
«
»|1
1
ち
0
一)

を
生
產
者
の
 ̂

中
に
«

か
7-,
€

す
名
論
を
論
殿
-u
ft
k
y。
著
渚
は 
'ギ

ル

第

七

觥

5
^
 

:



鑕
十
i,
 

c  to

六.
5

新
?a
紹
介.

ド
ソ
»
1
ャ
リ
ズ
ム
0:
勞
顧
者
自
治
論
を
以
て
、
：資
本 

家
の
寒
制
に'代
ふ
る
に
、
勞
働
者.
の
専
制
を
以V

す
る
、

」 

も
の
ビ
な
し
、

「
凡
て
:0
人
は
消«
者
で
あ
る
名
共
に^
 

麻
者
で
あ
る
以
上
生
產
者
が
管
理
す
る
せ
一
方
ふ
も
、
消 

«
者

が

管

理

す

る

ビ

云

.ふ

.|
>:
覜

念

的

に

各

々

.
の

利

辔

.に: 

f
fiA
b
は
無.
い
举
ど«
&
:£
せ
5
。
へ
さ.
れv

著
者
のm

、一
 

の
問
題
に
對
す
る
論:®
は
‘吾
人
を
以
て
見
れ
ば
、
.
甚
だ.. 

當
ら
ず
。
吾
人
は
著
翁
が
ご
の
開'®
を
論
じ
先
る
以
前 

に
機
能
的
民
主
々
義0
规
論.
を
說
明
し
た
^
〒
1
ル
0
::
:.
: 

「

ひocial  T
h

e
o

rys .
マ
將
來
の
紙
噙
に
ぉ
げ
る
措
費
組

|  

合
の
地
位
を
比
較
的
多K
論
じ
‘た
る「

o
&
aso

cia
lisa

一
 

Restated̂
Hi

を
熟
讀
す
る
の
必
要
ある
を
信
ず
る
も
の
た 

'な
bo., 

: 

‘
..
‘. 

;

-
:
次
に
本
書
は
：消
貴
粗
八«
ど
滅
^
^
級
^
の
關
係
を
論
■
 I  

じ
、
：：̂

が
階
級
闘
举
以5
の
縣
の
欲
求
を
滿
足
せ
し
ひ

1  

る
點
^
#
い
て
、
社
會
階
級
的
性
質
を
：有
せ
ざ
る
中
立
. 

的
性
質
を
荷
せ
ざ
る
，も
の
，
^
な
せ
ち
。‘

(

勿
論
消
費
組
合. 

は
勞
循
逍
の
間
に
發
邏
し
た
る
令
以
て
ょ&
ブ
-P
レ
’タ 

リ

的

な

る

も
o〕

E
ら
^:
本
邦
^
お
け
る
消
製
®4

：

運.
動
:̂

以.
て
，本

文

を

，終

り

、

附

錄

k.
産

業

組

合
.
に
：翻

す'

第
七
號

1

兎
〇

る
法
命
七
附
：し
た
ぅ
0
讀
*
は
^
@
«1
合
運
»
の
中
心 

思
德
が
愛
に
存
す
る
を
以
て
、そ
toM

o
tto

と
し
て
渾
の 

後
に「

誠
に
同
胞..
ょ
、
友
情
は
天
國
で
あ
り
、夫
な
く
ば 

地
獄
で
あ
：る
。
友
情
は
生
命
で
あ

!̂
)
、
夫
を
缺
か
：
£ : 

.
び
ょ
5
0

」

ビ
臀
せ
る
は
、

恐ら

ぐ

豸sa
in

 M
o
rris

が 

A

dr
e
a
';
3
b
f
' JTobnw

alp*  

に
お
い
て.Fo

rso
o
th

 

b
ro

thers,  feliow
sM

p  is  heaven,  &
d

!a
ck

o
f  fello

w
-  

sh?p  is  h
d

l:  .
fe
low

&ip is  life,  and  lack  o
f  fd

io
w

丨 

ship  is  death

*:.

ど
12S
:
へ
る
も
の
、
飜

.
,
な
る
か
、
或 

は
偶
然
の
'符
合
な
る
べ
し
。
そ
は
鬼
に
角
、
本
書
は
社 

會
改
造
の
消
費
的
方
面
特
に
：そ
の
«

富
な
る
M
it
Ĵ

if 

料
を
提
供
す
る
も
のv

し
て
有
益
な
る
著
作
た
る
を
失 

は
ず
。
. 

(

加
甶
哲
ニ
},

說

最近數华問に於ける鈒愤の動搖堀江歸

一 

大
睦
封
錙
令(

下)

', 

：!-
丨

1
：

部秀助 

ブ
ラ
ト
I
ン
の
關
家
親
ビ
之
れ
•に
對
す
る 

ア
ソ
ス
ト
オ-
グ
リ
ー
ズ
の
批
評(

三
、
完)

高
橋
誠
一
郞

:

;:
:

:,
;
;
'雜

.
：
：
:

^
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.

.ソ
力

^
ド
オ
赂
傅
附
年11 

小

泉

信

二一, 

ゥ
彳
ザ
ァ
ゲ
の
社
會
主
義
評
論
桃
鋼
彳
.-;
:1: 

0

金
藏 

八
十
尔
代
の
英
阈
社
會
主
義(

一
一
、
完)

，
■
加

田
;:
'
:
哲
ー
一 

國

家

機

能0
ー

ー

大

分

岐

(

ニ

、{元)

.

■

奥

井

復

太

郞
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學
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發
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園
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治
 

ク
ラ
ー
ク
敎
授
の
資
本
の
機
能
に
就
て
■

金
原
賢
之
肋 

M

•

新
刊
紹
介

：

_

•

_

 
を

：
^
 

•

:

:

b
r
.
w
u
r
t 

.s.ese : 

D
a
s

 

seefra

o-llttarlfmessen.

.

'一:
:.
;:.
: 

楂

井
:-
幸
雄 

T-
ス
へ
ク
ク
.ヰ
：ス
卿
の「

爺
業
上
の
諸
卵

®
ビ
爭
議」

.一

.
上
田
貞
次
郞
著「

株
式
^'
敗
經
濟
*」

‘

.園

乾

治

:

•
雛
'

報

パ 

.

...
雜
財
學
會
々
報'

，嚤

、

I 
..册
 

^
 
喷

冷

g
;

 

I
拾
一

、
0 

I

I

.

鐵
半
ヶ
年
分
金
戴
圓
九
拾
錢
ー 

徽
一
ヶ
年
分
金
五
圃
四
拾
錢
一

I 

i 

i.

#
編

®
,
及

び

事

務

に

關

す

る

ニ

.切
の
用
件
は
發
行
所
宛 

#
營
業
に
關
す
る
用
件
は
發
寶
元
宛 

#
原

稿

締

切

期

日

は

發

行

.の

前

月

十

日

限

ぬ取京市

^
區
三
㈤
ニ 
丁
目
二
猾
地
慶
應
義
熟
內 

柬
京
甫
弥
坂
區_

吧

.5
1

丁
过
四
十
ニ
帮
地

印

®

者
金

.

子

鐵

五

郞

來
京
市
亦
扳
&
新
町

3 1

丁
0

四
十5

一
 
游
地

印刷所
，金子活版所

•

東
凉
市
芝
賦
三
田
贰
丁
目
赍
番
地
、

發

賣

元.

國文堂堂書店一

m
話

高

輸

H

セ

#

一

 

i 

振
替
東
京
四
六
九
邸
九
询
ニ

鐵
尙
ほ
本
誌
は
全
國
各
市
雜
誌
店
に
て
販
資
す

行

所

麗轰

儀
理

財
.學

會


